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日本比較免疫学研究会第1回学術集会講演要旨集
（お知らせ・訂正）

変更

1．懇親会の開始時刻：（4頁）6時一う

2．発表願序：（5頁)A5＜一参A6

6時30分

訂正
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宛先：〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880

猫協医科大学第2解剖学教室

日本比較免疫学研究会事務局

0282-86-1111内線2113

しめきり：1990年3月31日



日本比較免疫学会研究会

第1回学術集会

（1989年度）

会期：1989年11月28日(火)，29日(水)，30日（木）

会場：東京都文京区エーザイホールおよび東京ガーデンパレス

集会日程表

第1日目 午前研究会総会

午後一般講演第1部節足動物の生体防御機構

第2部軟体動物の生体防御機構

懇親会

第2日目 午前一般講演第3部軟体動物の生体防御機構(続）

第4部原索動物の生体防御機構

午後一般講演第4部原索動物の生体防御機構(続）

第5部魚類・両生類・ほ乳類の生体防御

機構

第3日目 シンポジウム『水産無脊椎動物の生体防御』

（日本比較免疫学研究会・水産無脊椎動物研究所共催）
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日本比較免疫学研究会

役員名簿

（1989）

会長…･…………………．．……村松繁（京都大学‘）

副会長……………………………友 永 進 （ 山 口 大 学 ）

プログラム委員……………………野本亀久雄（九州大学）

和合治久（埼玉医科大学短期大学）

抄録委員……………………………友永進（山口大学）

庶務・会計・…･……………………・古田恵美子（濁協医科大学）

会計監査……………………………渡辺浩（筑波大学）

栃内新（北海道大学）

(事務局：凋協医科大学第2解剖学教室古田恵美子）
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＜連絡事項＞

1．講演会場

一般講演………………エーザイホール5F

（東京都文京区小石川4-6-10竃817-5185）

シンポジウム講演………東京ガーデンパレス

（東京都文京区湯島1－7－5窓813-6211）

2°受付

集会関係の受付事務はエーザイホール前で行ないます。

参加費（2,000円）および懇親会費（3,000円）は当日受付けます。

3． 懇 親 会

第1日目(28日)に，湯島会館東京ガーデンパレスにおいて午後6時から開きます。

4．講演発表

1）一般講演

a.1講演あたり20分（講演時間16分，討論4分）を厳守して下さい。

b.図表はスライド(35mm,5cm角枠付き）に限り,1題につき16枚以内としま

す。枠に氏名・映写順序番号を記入して下さい。

c，講演開始30分前までにスライドホルダーにセットして下さい。

d・講演終了後，各演者は自分のスライドを受付にてお受取り下さい。

2）シンポジウム講演

a、1講演あたり50分以内で，スライド枚数は自由です。

－4－



日本比較免疫学研究会第1回学術集会

講演プログラム

第1日目(11月28日）：エーザイホール5F(文京区小石川4－6-10)

冠03－817－5185

11：00研究会総会

12：00 昼 食

第一部節足動物の生体防御機構

座長：岩永貞昭(九州大学）

A113:00関島安隆・藤倉由利子(埼玉県立衛生短期大学）

カイコ体液によるヒト補体系alternativepathway活性化の阻止

A213:20谷合幹代子・宮本和久・山川稔(蚕糸昆虫農業技術研究所）

カイコにおける脳非依存性熱安定抗菌活性の大腸菌による誘導

A313:40和合治久(埼玉医科大学短期大学）

カイコガ穎粒細胞の付満反応と脱穎粒化に対するフェノールオキシダーゼ前駆

体系の影響

A414:00小林睦生(濁協医科大学)。K.SSderholKウプサラ大学）
ザリガニの細胞性免疫機構

座長：和合治久(埼玉医科大学短期大学）

A514:20丹羽充(大阪市立大学)岩永貞昭・中村隆範・宮田敏行・徳永文稔(九州大学）
藤井信孝(京都大学)村上司(大阪市環境研)大竹徹・金井素子(大阪府公衛研）

カブトガニ血球のtachyplesinisopeptidesの抗微生物作用
A614:40牟田達史・宮田敏行・徳永文稔・中村隆範・岩永貞昭(九州大学）

カブトガニの体液凝固機構

A715:00村本光二・神谷久男(北里大学）

アカフジツボから単離した2種類のレクチンの1次機構

第二部軟体動物の生体防御機構

座長：古田恵美子(濁協医科大学）

A815:20野田伸一・佐藤淳夫(鹿児島大学)E､S.Loker(ニューメキシコ大学）
Echinostomaparaens理感染に伴うBiomphalariaglabrat2のhemocyteの形

態と貧食能の変化

A915:40所津朗子(名古屋大学）

スクミリンゴガイⅢ1球に対するモノクローン抗体の性状について

座長：中村弘明(濁協医科大学）

A1016:00山崎正利・来生淳・大江洋-(帝京大学)神谷久男(北里大学）
タツナミガイに見出された新しい抗菌性蛋白

All16:20古田恵美子・山口恵一郎・下沢淳海・古田裕明(濁協医科大学）

陸生軟体動物ヤマナメクジの体液凝固

17：00特別講演E､L.Cooper教授（カリフォルニア大学）
EvolutionoftheImmuneSystem

18：30懇親会（湯島会館東京ガーデンパレス：文京区湯島1－7－5）

壷03－813－6211
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第2日目(11月29日） エーザイホール5F(文京区小石川4－6-10)

逓03-817-5185

第三部軟体動物の生体防御機構(続）
座長：山崎正利(帝京大学）

Bi10:oo山口恵一郎・古田恵美子・下沢淳海(濁協医科大学）
陸生軟体動物生体防御機構の形態学的追求

B210:20後藤利奈・村本光二・神谷久男(北里大学)山崎正利(帝京大学）
アメフラシ類の新抗菌タンパク質

B310:40来生淳・大江洋一・山崎正利(帝京大学)神谷久男(北里大学）
アメフラシ由来抗菌性蛋白の作用機構

第四部原索動物の生体防御機構

座長：田中邦男(日本大学）

B4ii:oo沢田知夫・藤倉義久．友永進．福本哲夫(山口大学）
モノクローナル抗体を用いたホヤ血球細胞の解析

B511:20安住薫・横沢英良(北海道大学）
原索動物マポヤの生体防御機栂における血球細胞の役割

B611:40張紅衛・沢田知夫・友永進(山口大学）
マボヤ血球の微細構造

12：00昼食

座長：友永進(山口大学）

B713:00大竹伸一・阿部健之・宍倉文夫・田中邦男(日本大学）
マボヤ血球の微細櫛造と粘着/凝集

B813:20宍倉文夫・阿部健之・大竹伸一・田中邦男(日本大学）
マボヤ体液中のアミダーゼの精製

第五部魚類・両生類・ほ乳類の生体防御機構

座長：安住薫(北海道大学）
B913:40小林身哉(名古屋大学）

体表の防御機構とランケルハンス細胞

BIO14:00酒井正博・厚田静男・小林正典(北里大学）
ニジマスのβ一溶血性連鎖球菌症のワクチンについて

Bll14:20布村渉(腫瑠研究所・日本バイオテスト研究所）
ウナギC-reactiveprotein(CRP)の生物学的特性

B1214:40中西照幸(養殖研究所）
雌性発生2倍体キンギョ，ニジマスにおける組織移植性

15：00体憩

座長：中西照幸(農水省養殖研究所）
B1315:20菊池慎-<千葉大学)下沢淳海・中村弘明(濁協医科大学）

ヒラメの有眼側皮膚創傷治癒過程にみられる多核のメラニン含有細胞

B1415:40松崎貴・嶋昭紘(東京大学)酒泉満(東京都臨床研究所）
メダカ血球細胞アロ抗原に対するモノクローナル抗体の作製

B1516:00中村弘明・下沢淳海(濁協医科大学)菊池慎-<千葉大学）
メダカ牌臓の組織学的研究

B1616:20北尾忠利・江島孝光・吉田照豊(宮崎大学）
ブリ連鎖球菌症の原因菌Streptococcussp・に対するヒト及び魚類(ブリ・ニジマス）
白血球の貧食能の差異について

B1716:40大日向浩・栃内新・片桐千明a
アフリカツメガエルにおける白総言説

B1817:00浜口己・楠田理.-(高知大学）

ブリ体内における各種リンパ球の分布

－6－
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第3目(11月30日） :湯島会館東京ガーデンパレス（文京区湯島1－7－5）

冠03-813-6211

シンポジウム

水産無脊椎動物の生体防御

10：00開会挨拶（水産無脊椎動物研究所）

第一部座長和合治久(埼玉医科大学短期大学）

ci10: 1 0 練 皮 動 物 の 生 体 防 御

C211:00甲殻類の生体防御

11：50昼食

第二部座長古田恵美子(濁協医科大学）

C313:00汽水産貝類の生体防御

C413: 50群体ホヤの自己と非自己の認識

14：40休憩

第 三 部座長野本亀久雄(九州大学）

C514:50免疫担当細胞の進化

．．………･…松谷武成(東北大学）

……………森勝義(養殖研究所）

……………熊沢教真(鳥取大学）

……………斎藤康典(筑波大学）

……………友永進(山口大学）
C615:40原生動物から脊椎動物に至る免疫系の進化

……………村松繁(京都大学

第四部座長野本亀久雄(九州大学 ）

16：30総合討論

17：00閉会

…………日本比較免疫学研究会。（財)水産無脊椎動物研究所共催…………

（東京都中央区銀座7-18-13）
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会場および 交通案内図
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＜第1日目＞

一般講演:A1～A11



Proc・Jpn・Assoc･Dev.Cobp、1画■unol・Vol.1,1989.Tokyo

A1カイコ体液によるヒト補体系alternativepathway活性化の阻止

o関島安隆・藤倉由利 子 （ 埼 玉 県 立 衛 生 短 期大学）

カイコ体液がzymosanによるヒト補体系alternativepathway活性化阻止作用(A

PIA)をもつことは、Noguchiら、Dayらによって報告されているが、その作用機

作につい て は 、 ま だ、明らかにされていない。演者らは、この点の解明を目的として

実験を行っているが、その過程で、APIAはカイコ体液中のレクチン様物質(Nato

riら）の影韓を受けることが知られた。

体液は、5令8日目の幼虫から採取し、血球除去後－80℃に保存した．ヒト補体系

alternativepathway活性化因子はB.thuringiensisの加熱処理菌体(H-BTVC)

を用いた．APIAはH-BTVCをカイコ 体 液 で 処 理 し 、 こ れ に ヒ ト 血 清 を 加 え て

反応 させたあと、残存CH50価を測定して求めた．同時にC3,B因子の性状変換を

免疫電気泳動で追跡した．

供試 した体液は、fixedSRBCを2'倍希釈まで凝集した。この体液のAPIA

は、対照に比してほ*50%と低かった。しかし、このレクチン活性を吸収除去すると、

APIAはほぜ、90%に上昇した。この事実が何によるかは目下検討している．

YASUTAKASEKIJIHA:INHIBITIONOFHUMANALTERNATIVECOMPLEMENTPATHWAY

A2カイコにお ける脳非依存性熱安定抗菌活性の大腸菌による誘導

谷合幹代子、宮本和久、山川穂

農林水産省蚕糸・昆虫 農業 技術 研究 所生体傭報部生体防御研究室

昆虫における生体防御掻構は抗原抗体反応を含まないなど、脊椎動物における場合

とは種々の点において 異 慈 っ て い る 。 そ の 一つにカイコ、センチニクバエ、タバコス

ズメガ、セクロピアサン等の昆虫で細菌類によって誘導される数種類の抗菌蛋白質が

知られており、その中には難に安定なものが存在する。我々はカイコを実験材料に大

陽菌によって誘導される、鶴安定性抗菌蛋白質合成の憎報伝達機構と脳の関連性を調

べてみた。カイコ5令 幼 虫 の 中 央 部 分 を 結 紫しその一方の部位に大腸菌を注射すると

、菌が導入された部分のみの体液に抗菌活性が溌導された。生理食塩水を注射した坦

合には活性がみられ なかった。この結果は傭報伝達が結紫により阻止される可能性を

示唆している。頭部 近 傍 を 結 紫 し 同 様 の 実 験を行った場合や、頭部を切断したカイコ

を用いた場合にもやはり体液中に抗菌活性が誘導された。このことは情報伝遠に脳が

関与しないことを示している。また脂肪体が抗菌蛋白質合成能を持つ結果から、備報

は脂肪体へ直接伝えられるものと予想される。従って、カイコにおける抗菌活性の誘

導は脳に非依存性で あ る 点 で 脊 椎 動 物 の 抗 体産生騰導機構と同じであると思われる。

KIYOKOTANIAl.ANTIBACTERIALACTIVITYINBOMBVXMORI
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A3 カイコガ穎粒細胞の付着反応と脱穎粒化に対するフェノールオキシダーゼ前駆体活性化系の影響

和合治久（埼玉医科大学短期大学免疫学）

昆虫類は脊椎動物と異なり、リンパ球や抗体の関与しない食細胞系に依存した細胞

性防御反応と、感染防御物質、レクチン、フェノール酸化酵素前駆体(proPO)活性化

系および補体関連因子などによる液性防御反応を生体防御の上で作動させている。本

研究では 、 食 細 胞 で ある穎粒細胞による付着反応と脱穎粒化にproPO活性化系がいか

なる役割を果たして い る の か を 知 る た め に 、セリンプロテアーゼとオキシダーゼの阻

害剤 を用いて実験を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 ( 1)穎粒細胞の付着反応はセリンプロテ

ア ーゼ阻害剤存在下 では完全に抑制されるが、プラズマ細胞の反応は抑制されないこ

と、（2）両血球の付着反応はオキシダーゼ阻害剤存在下でも抑制されないこと、そ

して（3）穎粒細胞の脱穎粒化はセリンプロテアーゼ阻害剤存在下よりもオキシダー

ゼ阻害剤存在下の方が容易に生ずることが判明した。以上より、セリンプロテアーゼ

が活性化され、これによってproPOからPOが生ずることが、穎粒細胞による付着と脱

顎 粒 化 をより早く起こす上で重要であると考えられる。実際、生体内にproPO活性化

系のエリシターを注 入 す る と 異 物 排 除 が 早 まるのに対し、セリンプロテアーゼ阻害剤

の注入はそれを抑制することがわかった。

HARUHISAWAGO:proPO-ACTIVATINGSYSTEMANDGRANULARCELLSINRnMRYXMnRT

A4ザリガニの細 胞 性 免 疫 機 櫛

小林睦生（燭協医科大学）．K・SODERHALL（ウプサラ大学）

ザリガニには3種類の血球(Hyaline,H:Granular.G;Semigranu1ar.SG)が知られて

おり，食作用はHcellsが．異物の包囲化にはSGとGcellsが関与する事が知られ

ている。血球のhomogenate上清とガラスビーズとを反応させ，洗浄後SGcellsと

反応させたところ．非常に強い包囲化反応が認められた。そこで，このassay系を

用いて包囲化を促進する因子(EPF)の精製を試 み . 7 6 k D の 蛋 白 が E P F で あ る 事 が 明

らかになった。さらにこの蛋白は以前に綱製されたCe lladhesionfactor(CAF)

と全く同じ蛋白である事がSDS-PAGEおよびImmunoblotting法によって示された。

CAF(EPF)はGcellsに脱穎粒を起こさせる働 き の あ る 事 が 既 に 知 ら れ て お り . I n
■■■■■■■

vitro
－

においてSGcellsがβ－1，3-G1ucanによ っ て 脱 顎 粒 を 起 こ す 事 と 考 え あ わ せ る と ． 細

胞性の防御擬構において，この因子が重要な働きをしている事が示唆される。また

血球細胞表面にCAF(EPF)に対するレセプターの存在が間接蛍光抗体法によって明らか

にされた。

MUTSU0KOBAYASHI:CELLULARIMMUNEMECHANISMSOFCRAYFISH
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A5 カプトガニ血球のTachyplesinIsopeptidesの抗微生物作用

O丹羽允（大阪市大・医細菌↓岩永貞昭,中村隆笛,宮田散行,徳永文捻（九大･理･生物），

吋上両I(大阪市環科研），大竹徹,金井素子（大阪府公衛研），醸井信孝（京大･薬）

カ ブトガニには微量のLPSやβ-D-glucanで活性化される凝固系やsialicacid

差盗識するlectinがあり、食作用と共に生鰹防倒系を作っている．またその血球

にはLPSと結合してその生物活性を中和するAnti-LPSFactor(ALF.Mt-l1.800)*

lachyplesiD(Tach.HI=2,263)がある、TachにはTach1.II.PoIyphiusin1,11の4

種のisopeptideが知られ．化学合成も成功している．Tach.isopeptideは17－

18個の塩基性．疎 水性アミノ醸、2個のs-s結合よりなり、LPSによるFactorC

活性化阻害.LPSとのcop1ex形成、LPS感作赤血球の溶血のほか、Gra■（・），Gra■

1－）細菌、Candida,Cryptococcusなどの真菌に対する抗菌性、Tetrabyoenaの膜障

害性などの生物活性が見出された．Tach・isopeptideはVSV.influenzavirusな

どに抗ウイルス活性を示し．またBmanI■■unodeficiencyVirus感染細胞のCPE

や巨細胞形成阻害．逆転写酵素阻害が謹められた．Tach.のLPS結合性．膜障害性

の関係や 生 体 防 禦 的意護、他の動物由来抗菌性ベプチドとの比較も考察する．

M、N工WAetal．HORSESHOECRABANTエ別エCROBｴﾊｴ』PEPT工DE

A6カブトガニの体液凝固楓椴

牟田違史、宮田敏行、徳永文稔、中村隆範、O岩永貞昭（九大、理、生物）

カブトガニ血球は、細菌内遜累(LPS)と反応し、瞬時に脱穎粒、続いて体液

凝固を 起 こ す 。 この凝固反応は顕粒内に存在する数種のセリンプロテアーゼ前駆

体とコアギュローゲンの関与するカスケード楓櫛からなる。反応の開始因子はFa

c t orCと呼ばれ、分子量123,000の糟蛋白質で、LPSにふれると活性化されプ

ロテア ー ゼ 活 性 を 発現する。FactorCは、N末側にLPS結合部位をもつH鎖、

C末側にセリンプロ テ ア ー ゼ の 触 媒 基 を 含むL鎖をもち、LPSとの反応により

L鎖内のPhe-I1e結合が切断され、A鎖 とB鎖を生成しつつ3本鎖の活性型へと変

換する。今回、血球よりcDNALibraryを調製し、抗体を用いたスクリーニングによ

り、H鎖とL鎖の全 領 域 を 含 む ク ロ ー ン を得、蝋基配列を決定した。その結果、H

鎖内にEGF様ドメインのほか、補体系因子等で知られている約60残基のくり返し檎

造が計5 個見い出された。また、H鎖にはレクチ ン槻 ドメ イン 、C ys -r ic h、 Pr o－

rich領域が含まれ、一・方、L鎖はスロンビン梯櫛造から成ることが明らかとなり、

FactorCは無脊椎動物の補体系因子の1種であることが強く示唆される。

TATSUSHIHUTA:HEHOLYMPHCLOTTINGSYSTEMINLIMULUS
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A7 アカフジツボから単離した2種類のレクチンの1次構造

・村本光二・神谷久男（北里大水産）

甲殻類アカフジッボ(Megaba1anusrosa)の体液からアフィニティークロマトグラフィ

ーとケルろ過クロマトグラフィーにより、3種類のガラクトース結合性レクチン、

BRA-1(分子堂33万）、BRA-2(14万）、BRA-3(6万4千）を単離した。BRA-2は分子量2万2千

のサブュニットが分子間ss結合し、それが3璽体を形成したものであり、BRA-1はそれ

の多量体であった。BRA-3のサブユニットの分子量は1万6千であり、分子間ss結合し

たのち、2璽体をつくっていた。

BRA-2のサブュニットは、173残基のアミノ酸からなり、39位のアスパラギン残基に

は糖鎖が結合した積タンパク質であった。一方、BRA-3のサブユニットは138アミノ酸

残基からなる単純タンパク質であった。BRA-2のサプユニットは14位と47位で交差し

て分子間ss結合していたが、BRA-3の分子間ss結合はC末端部にあった。また、これら

のサブユニットの1次構造には約20*の共通性しかなかった。しかし、約90残基のアミ

ノ酸からつくられた分子内ss結合ループ内のトリプトファン近傍のアミノ酸配列と親
水性ドメイン構造には有意な相同性がみられ、他の無脊椎動物レクチンやカルシウム
依存性動物レクチンの糖結合認識部位とも共通性があった。

I.MDKAMOTO:PRIMARYSTRUCTURESOFACORKBARNACLELECTINS

A8/どﾙﾉ"〃歩Z""グクグ′グタ〃ぷβノ感染に伴う〃ﾉ"""ルグ／ダ′"‘ﾉ〃"α"のhenocyte

の形騒と磯麓の変化

o野田伸一．佐藤淳夫（鹿大・医・医動物)-E.S.Loker(ニューメキシコ大学）

マンソン住血吸虫(PR-1strain)に低抗性を持つ貝〃/"""haIグ′ノグがﾉヴ〃'a"(I0R2

strain)に寄生虫′ど〃ﾉ""”""ゴクグ'ざ""ぷどノが感染すると貝のマンソン住血吸虫に対す

る 低 抗性がなくなることが知られており、この現象は寄生虫が宿主貝の免疫系を仰劃

しているためと考えられている．この免疫抑詞の解荷のため、’・クグ『ヴ律〃ぷどノ感染に伴

う〃.′ﾉﾖ〃'a"のhesocjteの形態と貧食麓の変化を調べた．

M-lineB.ざ〃〃'α"に亙.クゴ〃グど〃ぷどノを感染させ1．8．30日後にheioIynphをスラ

イドにとり、20分間インキュペート後に固定し、heaocyteサンプルを作成した．位相

差顕微鏡下でbenocyteの繍胞構成、接触細胞の割合および緬胞の大きさを調べた．感

染8日後、異物上であまり広がらないhenocyteが増加し、その変化は感染30日後でも

観察された．heiocyteの羊赤血球に対する貧食篭は感染8および30日後では非感染貝

のhenocyteに比べて低下していた．‘｡.〃ダ『aど〃ぷどノに感染した〃､がﾉｮ〃"α〃で観察された

異物上で広がらないbenocyleの増加と貧食篭の低下は、侵入した寄生虫を取り囲んで

破壊する麓力の低下であり、これらの変化は’.〃β'グβ"ダどノによる宿主貝の免疫抑制と

考 え られた．

NODA.SATO&LOKER*EPF…OPE.PA“…IONB.GLABRATAI…CY亜S
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A9スクミリンゴガイ血球に対するモノクローン抗体の性状について

所浮朗子（名大・医 ・医動物）

スクミリンゴガイ(Pc)の血球は、光顕によると主に穎粒球と無頴粒球とに分類で

きる。これらの血球はともにガラスなどへの付藩能を示し、phagocytosisや凝集に

関与する。また、phagocytosisにともない活性酸素を産生することも知られている。

しかし、Pcの体液中には穎粒球と無穎粒球 の中間の形態を示す血球も存在し、それ

ぞれの由来や槻能分担についてはほとんどわか っていない。これらを明らかにするた

めにも、血球の分類は 重 要 で あ る と 考 え ら れる。

以上のような理由から、血球の分類を目的として、Pc血球を抗原としたモノクロ

ーン抗体の作製を試み、Paraforma1dehyde固定のPc血球に対して陽性の抗体（培

養上清）が17(IgG,10:IgM,7)得られた。今回は、これらの抗体の性状につい

て中間報告をする。

SHOZAWA,A.:MONOCLONALANTIBODIESAGAINSTSNAILHAEMOCYTES

A10タツナミガイに見出された抗菌性蛋白

珊崎正 利 ’ 来 生 淳’大江洋一’神谷久男．

（帝京大学薬学部薬品化学教室’、北里大学水産学部水産衛生学教室2）

海洋生物は陸上生物とは異なった環境に生存することから、その環境に適応するた

ため陸上生物とは異なる生体防御鰻構を護得していると考えることができる。

すなわち、海洋生物の生体成分には従来知ら れ て い な い 新 し い 生 体 防 御 物 質 が 含 ま れ

ている可能 性が ある。

これまでに、著者らは海洋軟体動物であるアメフ ラ シ ( A p 1 y s i a k u r o d a i ) に 週 目

し、生 体 防 御 磯 檎 にかかわる物質を検索し、紫汁液、卵、卵白腺に生物活性物質が存

在することを見出だしてきた。タツナミガイ(Dolabellaauricularia)は、アメ

ブラシと類縁である ことから、アメフラシと 同 橡 、 新 し い 生 物 活 性 物 質 の 存 在 が 予 想

された。したがって本研究は、タツナミガ イ に 生 体 防 御 擾 構 に か か わ る る 物 質 が 存

在するかどうか、明らかにすることを目的とした。その結果、タツナミガイ卵白腺

中に新しい抗菌性物質が存在することを見出 だし、その輔製を行った。さらにアミノ

酸配列の結果から、N末端側に他種由来の抗 菌 性 ペ プ チ ド と 類 似 の 微 細 檎 造 が 存 在 す

る こ とを明らかにした。

MASATOSHIYAMAZAKI,ANTIBACTERIALPROTEINFROMP.AURICULARIA
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A 11陸生軟体動物ヤマナメクジの体液 凝 固

◎古田恵美子，＊山口恵一郎，下沢淳海，＊＊古田裕現，独協医科大学，第二解剖，

＊途研電顕室，＊＊生化学

陸生軟体動物ヤマナメクジの体液は，空気に触れると，素早く凝固してくる。ナメ

クジ体液の凝固は,Caﾕ十の存在下で，酵母細胞壁由来のβ‐1．3－gIu…で促進された

。又,E.Coliで処理した時には,Ca**の存否に関係無く凝固した。この際，大豆由来

のトリプシンインヒピターで酵素を阻害しておくと，いずれの溺合も，凝固は起こら

なかった。セリンプロテアーゼ阻害剤(DEP)でも，完全に凝固は阻害された．ヤマナ

メクジの体液凝固は，少なくとも，二つのpatbwayが有り，それらに関与する酵素は

，トリプシンタイプのセリンプロテアーゼであり，この酵素によって，凝固原因子が

活性化されると考えられる。採取直後の体液(FH)及びleoxgで10分間，室温で遠沈し

たもの(CH)及び,4,000igで10分間,4Cで速沈したもの(IH)は、空気中それぞれ，

凝固，凝固，不凝固を示した．FH.CH.IHそれぞれをFITCで標識したウサギ抗ヒトフィ

プリノーケンで処理すると.IHを除いて，陽性を示した．又，上記全てに対するネガ

ティブコントロールとして，阻害実験を行ったところ，著しい差が認められた。全て

の対照としては，ヒトプラズマを用いた。

EHIKOFURUTA:HENOLYNPHCOAGULATIONINTHELANDSLUG
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B1 陸生軟体動物生体防御の形態学的追求

･山口患一郎'、古田恵美子2、下沢淳海2（独協医大、’稔研電頚室、2第II解剖）

陸生軟体動物ナメクジの体液には、マクロファージ橡、リンパ球橡、線縫芽傑の三

種 の細胞の他に、血小板機小体が存在する、夫々を順 に、 Ty pe I～ Il l, PI Sと 名付 け

ている．1ypeIcellは、偽足を持ち、phagosooe^nuItivesicuIarbodyが胞体に

存 在し、ほ乳動物のマクロファージとよく似てい る． Ty pe II ce ll は核 細胞 質比 が大

き く、若干のミトコンドリアとRERを含む．IypeIIIcellは胞体内に微細な線維が

見られ、またphagososeも持つので、IypeIcellに変り得ると考えている。PLSは

1～5抑の大きさで不定形であり、膜傑物で囲まれた一探なoaIrixを有する．体液を

体外に取り出して、ラテックス、SRBCを与えると、PLSがこれらの異物に付満して、

Iype1cellに食食されていることがIEH及びSEHで観察された．さらに、ナメクジ

の尾先端を切断して損 傷 部 位 を 観 察 す る と 、 30分後にはPLSで傷口の一部が覆われ、

5時間後には、TypeI操細胞が広く伸長していた、4日後には表皮細胞の再生も見ら

れた、これられらの結果 は 、 ナ メ ク ジ の 体 内 の 防 御反応は、先ずPLSが働き、次いでIype

による異物の令食、又は、損傷部のシールであるということを示している．

KEエエCHIROYAMAGUCHI:INTERNALDEFENSEOFLANDSLUG

IceII

B2アメフラシ類の新抗菌タンパク質

･後藻利奈・村本光二・神谷久男（北里 大 学 水 産 ） ． 山 崎 正 利 （ 帝 京 大 薬 ）

アメフラシ類は軟体動物門、腹足綱、後 既亜綱に属す海産の巻貝の一認である。

外敵に 対 す る 量 初の防御器官である殿は退化、外套膜内に埋没し，危険の多い海

洋でいわば裸で暮らしているきわめて特異な生物である。特に有力な捕食者はい

な い。我々はアメブラシ類だけでなく、その鮮やかな黄色の紐状卵塊も魚類など

に捕 食されないことを観察した。そこで、 凝 集 活 性 や 抗 菌 活 性 な ど を 鯛 ぺ た と こ

ろグラム陰性およびグラム隅性細菌に対して強い抗菌活性を示す糖タンパク質が

存在することを鹿めた。この抗菌タンパク 質は後偲類のうちでもアメフラシ類に

特 異な成分で、卵の ほ か ， ア ル ブ ミ ン 腺 および紫汁液やアマクサアメフラシの悪

臭液にも鹿められた°卵とアルブミン腺の抗菌タンパク質は分子量25‐35万のサブ

ユニットをもつ糖タンパク質であったが、紫汁液や悪臭液の成分は分子量6‐7万の

単鎖の ポ リ ペ プ チドであった。

卵抽出液の抗菌活性は卵割にともない減少し、ペリジャー幼生期には活性は消

失した 。S DS -PAGEにおいても抗菌タンパク質のサブユニットに相当する成分がペ

リジヤー幼生期に消失することが硫豚され、卵割初期の生体防御に深く係わって

いるものと思わ れる。一方、紫汁腺など外套膜に所在する組織から分泌される単

蝕の抗菌ポリペプ チドは生殖器官系の抗菌タンパク質とは性状が全く異なり、外

套腔内における細菌の侵醸に対する防御に関与しているものと思われる。

R・GOTO:ANTIBACTERIALPROTEINSINSEAHARES,APLYSIIDAE.
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B3アメフラシ 由 来 抗 菌 性 蛋 白 の 作 用楓構

O来生淳1，大江洋一’，山崎正利！，神谷久男2

（帝京大学薬学部薬品化学教室1，北里大学水産学部水産衛生学教室2）

我 々は、海洋動.物由来の生体防御物質を検 索 し 、 軟 体 動 物 で あ る ア メ フ ラ シ

(Aplysi且…且_且_』）の卵、及び紫汁液に選択毒性の高い抗腫癌性物質を見いだし、

Aplysianin-E,Pと名付けてきた。このAplysianin-E,及びPは、抗腫癌活性のみな

らず抗菌活性も有することを明らかにした。このAplysianin-Eは、大脇菌に対して約

0．4縄／趨（1．7×10-'M)、黄色ブドウ球菌に対して約0．1姥/(5.

0×10-'<>M)という比較的低濃度で抗菌作用を示し、抗生物質非感受性の肺炎樟

菌や表皮ブドウ球菌に対しても有効であった。

そこで、Aplysianin-Eの抗菌作用機構に麓目し、代表的な抗菌剤の作用機構である

細胞壁合成阻害、エネルギー代謝阻害、核酸合成阻害、蛋白合成阻害について検討し

た。その結果、Aplysianin-Eの抗菌作用は、Bacteriaの細胞壁合成、及びエネルギー

代謝には影響を与えず、核酸合成を阻害することによるものと考えられた・又、この

核酸合成阻害は、10分という短時間にひきおこされることを明らかにした。

JUNKISUGI:ANTIBACTERIALGLYCOPROTEINFROMASEAHARE

B4モノクローナ ル 抗 体 を 用 い た ホ ヤ血球細胞の解析

沢田知夫、藤倉義久、友永進’）、福本哲夫

山口大学医学部第一解剖、1）医療短大

原索動物ホヤ血球細胞の分類はこれまでの多くの研究者の努力にもかかわらず未だ

一定した分類基翠すら確立されていない。我々はユウレイボヤ(Cion皇皇avignyi)の血

球に対するモノクローナル抗体(MAb:10/46,22,18/31)を作製し、いくつかの細胞

の 識 別と共に生細胞における蛍光抗体染色を用いて陽性細胞の機能の解析を試みた。

蛍光抗体染色の結果M AblO/46は小型の丸 い細胞と印環状の細胞を生細胞の状態で染色

した。羊赤血球をホヤ体液と混ぜたときそれ らの陽性細胞は羊赤血球とロゼットを形

成することがあった。印環状細胞にはこの抗体で染まるものと染まらないものとがあ

り、さらに亜群に分けられる可能性が示唆された。MAb22,18/31はphagocyteをはじめか

なり多くの種類の細胞を生細胞の状態で染色 するが、uv照射下で自家蛍光を発する細

胞 の多くは染色されない。それら陽性細胞に関 す る 解 析 は あ ま り 進 ん で い な い が 、 生

細胞において染色可能なこれらの抗体は擬能 の解析を目的とする実験系において一部

の細胞の識別に有用であると思われる。さらに、これらの抗体を用いてユウレイボヤ

等の血球の解析を.進めると共に、各抗体の認識する抗原についても検索中である。

T・SハWADA:MONOCLONALANTIBODIESAGAINSTASCIDIANBLOODCELLS
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B5 原索動物マボヤの生体防御機柵における血球細胞の役割
●

o安住薫、横沢英良（北大、薬、生化）

原索動物マボヤにおける生体防御機構の全体像を理解するためには血球細胞の機能を

明らかにすることが重要と考え、血球細胞に存在する防御因子や血球細胞の細胞応答の

解析を試みた。そして、抗菌性物質halocyamineと細菌凝集素を血球細胞から単離する

ことに成功し、また、LPS等の刺激に応答して血球細胞からプロテアーゼが遊離される

ことを見いだした。そこで、数種類存在する血球細胞の分離を試み、各種防御因子を含

有する血球細胞と刺激に応答して酵素を遊離する血球細胞の同定を行なった。マボヤ血

球細胞は不連続BSA密度勾配遠心分離により5種類(LI～L5)の細胞群に分離された。

分離された血球細胞のうち、Halocyamineと細菌凝集素は細胞群L5にのみ存在するこ

と、LI、L3、L4の細胞群はLPS等に応答してプロテアーゼを遊離すること、さら

に、LI、L2、L5の細胞群の酸抽出液中に、他の細胞群からのフ・ロテアーゼ遊離を促進

する因子が存在することが明らかとなった。以上の結果から、マボヤ血球細胞は、酵素

の遊離反応を指標とする細胞応答の有無、内在性の促進因子や防御因子の存在の有無で

機能的に分類され、血球細胞間での機能分担と相互作用がなされていると考えられる。

KAORUAZUMI,ROLESOFHEMOCYTESINDEFENSEMECHANISMSOFノ通ｸの刀雌/殉ﾉﾛﾉで″

B6マボヤ血球の微細構造

･張紅衛1，沢田知夫2，友永進1（1山口大．医短，2山口大・医．解剖）

ホヤは免疫系の進化学的研究の分野において，この動物のおかれている系統分類学

的位置から，重要なモデル実験動物として注目されている。しかし，免疫担当細胞を

含む可能性のある血球の微細構造は必ずしも明確にされていないのが現状である。本

研究ではマポヤHalocynthiaroretzi血球（体腔細胞）の微細栂造を透過型電子顕微鏡で

調べ，その結果に基づいてマボヤ血球を次のように分類した。（1）リンパ球様細胞，

(2)穎粒球，(3)マクロフアージ様細胞，(4)小胞(0.5Mm)細胞.(5)細線維含有小胞細胞，

(6)液胞細胞。また，各種細胞の成熟段階を示す細胞も観察された。さらに，穎粒球，

マクロファージ様細胞，液胞細胞にはそれそれいくつかの形態学的な亜型が認めら

れた。本研究で観察された細胞種の内，小胞(O.S/xm)細胞と細線維含有小胞細胞は今

までの報告に見られない新しい型の細胞である。若い小胞細胞には粗面小胞体が成熟小

胞細胞では滑面小胞体が発達していた。細線維含有小胞細胞には粗面小胞体とOolgi

体が著明で，小胞内には細線維構造が認められた。これらのマポヤ血球の機能につい

て考察を加える。

HONQWEIZHANG:PINESTRUCTUREOFTUNICATEBLOODCELLS、
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B7

◎大竹伸一

マボヤ血球の微細構造と粘着／凝築

阿部健之・宍倉文夫・田中邦男（日本大学・医学部・生物学教室）

マボヤ（控cynthi旦聖匡旦tzi)の血球は、j_nvitroでtunic^>giIIと接触すること

によって凝集が促進される。我々はこの凝集反応の機序と生物学的役割を明らかにす

るため、マボヤ血球の微緬構造と凝集過程をTEMおよびSENを用いて観察した。

HetnoIynph中に高頻度に観察される血球は、印環細胞・桑実細胞・好塩基性細胞・

リンパ球・大穎粒性アメーバ細胞(LGA)・小願粒性アメーバ細胞(SGA)など10種類

であった。ガラス試験管に採血してtunicを加えると5分後から凝集反応が始まりLGA

が集合して凝築塊を作るのが観察された。Tunicの添加後約20分経過すると、凝築塊

の中央部でLGAの穎粒の膨潤や融合が起こり細胞の境界も不明蹄になった。さらにLGA

凝集塊の周囲には、それを包み込むようにSGAが集合しているのが観察できた。一方、

tunicの表面には、初め多種の細胞が接触するが、やがて、SGAだけが一層に広がり

tunicの表面を被っていた。

以上の結果、マボヤのhetnoIynphにおける血球凝築反応は、2種類の穎粒性アメーバ

細胞が中心的に働き、ホヤが傷ついた坦合LGAの凝築塊が傷口を塞ぎ、その表面や

tunic表面をSGAが被い体液の流失を止めると同時に組織修復をすると考えられた。

OHTAKE,S.etal.,FINESTRUCTUREOFASCIDIANHEMOCYTESINAGGREGATION

B 8マボヤ体液中のアミダーゼの精製

◎宍倉文夫、阿部健之、大竹伸一、田中邦男（日本大学・医学部・生物学教室）

マボヤ体液の血しょう中にアミダーゼとその酵素活性を阻害する物質を見出した。血しょうを35

％砿安中で疎水クロマトグラフィー（トヨパールHW65)をおこなうと酵素分画（吸蕃）と酵素活

性阻害物質（非吸着）とに分題できる。アミダーゼの精製と性質につき以下の3点について報告する。

（1）吸着された酵素分画の次にDEAEトヨパール650カラムクロマトグラフィーをおこない、

その2.OMNaC1分画に緯酵素活性の約85%が得られた。酵素以外のタンパク質は0．5Mまで

のNaC1綬衝液で流出されてしまった。さらに、その酵緊分画をデキストラン硫酸一セファローズ

4Bによるアフィニティーカラムクロマトグラフイーをおこない酵素活性分画を4～6ピークに分識

精製した。これらの酵素活性分画の各MCA一合成基質(10種類）に対する活性スペクトラムを鯛

べたところ大きな相違が見られなかった。0．1%Brij35は酵素の安定化剤としてもちいられ、

比活性約6，000の最縛酵素分画が得られた。

（2）非吸着分画中の酵素活性阻害物質を異なる疎水性ゲル（ブチルトヨパール650)、さらに

へパリンセファローズ4Bカラム、CMトヨパール650を用いて精製し、阻害効果をアツセイした

ところ最縛酵素分画を強く阻害した。

（3）マボヤ血しょう中酵素のプロテアーゼ活性を閏ぺるためカブトガニ血球ライセートから凝固

タンパク質（コアギュローゲン）を糖製して凝固酵素活性を拭験管内およびSDS通気泳動法で鯛べ

た。カブトガニの凝固酵素で引き起こされる反応と同じような結果が肉眼的にも電気泳動法的にも観

察された。これらの点からマボヤ体液中の酵素はその阻害物質とともに体液の生理磯能上遁要な役割

を担っていると考えられる 。

SHISHIKURA,F.etal．,PURIFICATIONOFAMIDASESFROMASCIDIANHEMOLYMPH
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B9体表の防御機櫛とランケルハンス 細 胞

小林身哉（名古屋大学医学部解剖学第二講座）

皮膚の免疫槻能が近年注目を集めている。抗原提示細胞として知られるランケルハ

ンス細胞(LC)は、皮膚の分化にともないどのようにその機能を表わすのであろう

か 。粘砿上皮を含めたマウスの体表におけるLCの出現を個体の発生と関連させて調

べた。体表組織として耳の皮膚、舌、及び前胃を用い、LCのマーカーであるATPase

及 びla抗原賜性の 細 胞 数 を 生 後 1 ， 2 ， 3 ，4週、adultのマウスで比較し、あわせ

て細胞の微細構造を明らかにした。ATPase陽性細胞は、胎生16日頃表皮に最初に表

わ れ生後4日で出現頻度 や 細 胞 の 形 態 は a d u l t と同じになる(Kobayashietal..Cell

Tiss.Res.. 248.1987).これに対し舌及び前胃の粘膜上皮（重層扇平上皮）では生

後2～ 3 週 の 間 に ATPase賜性細胞が贈え始め、4週でadult並になる。このような粘

膜のLCを電顕観察すると表皮に見られるLCと同様の構造を持ちバーベック穎粒も

錫められた°la抗原もほぼ同じ時期に堀え始めるので細胞の出現と機能発現は平行し

て起こるようである。表皮では、ATPase賜性 細胞 の出 現は la 抗原 発現 に先 行し て起 こ

る。毛 の有 無、 角化の程度、外来刺激への応答等がこの差を表わすと考えられる。

MIYAK0BAYASH1:LANGERHANSCELLSINTHESURFACEDEFENSESYSTEMOFMICE

BlO

Q

酒井正博

ニジマ スの β一 溶血 性連 鎖球 菌症のワクチンについて

厚田静男・小林正典（北里大学水産学部）

〔目的〕魚類のβ－溶血性連鎖球菌症は、養殖魚に大きな被害を与えているにもかか

わら ずワクチンについての研究は、ほとんど行われていない。そこで本研究において

注射法及び漫潰法によるワクチンの有効性について検討を行った。

〔方法〕菌株としてβ一溶血性streptococcussp.SG8004株を用いた。ワクチンは

本菌を 培 養 後 、 0 ．3％になるようにホルマリンを加えて不活化した。注射ワクチンはこ

のホルマリン死菌菌液をニジマス（平均体重10g)の殿腔内に0.05a1ずつ注射した。

没 漬ワクチンは、5倍に希釈したホルマリ ン死菌液に3分間魚を浸すことにより行っ

た。ワクチン投与 後、25日目に攻撃実験を行った。さらにワクチン魚の免疫応答を

調べるために、血消中の抗体価及び殺菌能、食細胞の貧食能について検討を行った。

〔結果〕3．7x10sCFU/fishの菌数で攻撃された注射ワクチン区の生存率は962、漫涜

ワクチン区は72％、コントロール区は121と両ワクチンの有効性が認められた。両ワク

チン区の食細胞の貧食能が増加したが、血消中の殺菌能は上昇しなかった。抗体価は

注射ワクチン区にお い て は 見 ら れ た が 漫 潰 ワクチン区においては検出されなかった。

●

MASAHIROSAKAIVACCINATIONAGAINSTSTREPT0C0CCIC0SIS
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B11ウナギC-reactiveprotein(CRP)の生物学的特性・

布村渉（随掴研、日本バイオテスト研）

（緒曾)C-reactiveprotein(CRP)は、肺炎双鞭菌を凝集させるヒト血涜蛋白として、19釦年

TilletSFrancisによって発見された。CRPは、カプトガニ体液中にも見出される起源の古い生体

防御棲構の液性因子として、比較生化学、系続発生学的に興味が持たれる。今回、ニホンウナギ

(An副jiliaiaponica)血洞からCRPを精製し、その物理化学的性状および生物学的特性について検

肘したので報告する。

（材料と方法)CRPは、養殖ウナギ血清より燐殴コリン親和クロマトグラフィー,DEAE-Sephacel、

SephacrylS-300雇用いて精製された。CRPの電気泳動的、免疫化学的性状は、免疫電気泳動法

(IEP)、SDS-PAGE(15Xゲル)、伽chterloIw法により解析された。血清CRP量は、酵素免疫測定法

(EIA)およびロケット湿気泳動法により測定された。肺炎双球菌凝集反応は、⑬2.,N82.,N､2.-

10nMTris-HCIpH8､0綬衝液、赤血逮凝築反応は例B*．を用いて行った。

（結果)CRPは、24Kd単一サブユニットの5量体(1”Kd)梼造であり、IEPでアルブミン位に泳動さ

れた。CRPは肺炎双球菌、ウサギ赤血戦(RRBC)を凝集したが、ヒト赤血球に対してはそのいずれの

型も凝集しなかった。RR既に対する凝集活性はグルコサミン、マンノースで阻害された。血清CRP

量は、6.5『咽ノロl-5og/nlと広いレンジで分布していた．

WATHRUNUNOMURACRPINEEL

B 12 雌生発生2倍体キンギョ、ニジマスにおける組織適合抗原の解析

中西照幸（水産庁養殖研究所）

硬骨魚類では強い急性の同種移植片拒絶反応が認められ、MHCの存在が予想される

最下等 の 脊 椎 動 物 である。しかし、魚類においては組織適合抗原あるいは遺伝子（座）

の数やその多型性については十分判っておらず、特に、リンパ系細胞間の相互作用に

関与 する抗原あるいは遺伝子（座）に関する知見に乏しい。そこで、今回は第2極体

放出阻止による雌生 発生法により作出したキンギョ及びニジマス、あるいは3倍体ク

ローンギンブナとキンギョを交配させて作出した4倍体魚を用いて、移植片の拒絶に

関与する組織適合抗原について検討した。また、感作リンパ球の養子免疫移入による

抗 体産生能の伝達に つ い て も 検 討 し た 。 そ の結果、ニジマスの移植抗原はキンギョの

それ に比べ遺伝子座の数や多型が少ない可能性が示された。また、一腫仔のキンギョ

間では移植鱗は例外なく拒絶されるが、養子免疫移入による抗体産生能の伝達は2～

3割の個体において 可 能 で あ る こ と が 明 か となった。これらのことから、移植片に対

する拒絶反応と移入細胞の傷害に関与する抗原はそれぞれ異なっていること及び後者

に関与する抗原では多型性が限られていることが示唆された。

NAKANISHI,T、:HISTOCOMPATIBILITYANALYSESINGYNOGENETICDIPLOIDFISH.
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B13ヒラメにおける偶の治癒過程に みられる黒色素を含んだ大型の細胞

（予報）

溺池槙一（千葉大．理．小湊実験堀）．下沢淳 海 ． 中 村 弘 明 （ 独 協 医 大 ． 解 剖 ）

ヒラメの有眼側皮膚は黒色素胞が発達し て凧褐色をしている．この有眼側で鱗の

除去などに生じた皮周の偶は，比較的短期間のうちに再生が起こって元のように修復

さ れ る．この再生の過程の初期に肉眼でも識別できる100umにも及ぶ大きな黒い

点状のものが皮膚の表面近くに多数現れる，これらは手術後2日目から小型の黒点

としてみられるようになり，時間の経過とと も に 大 型 に な る が 7 - 1 0 日 後 に は 見

られなくなるHE染色した組織切片標本で観察すると，この黒点は表皮内にあり，

内部はメラニンと お も わ れ る 黒 い 色 素 に よ って満たされて，その中にヘマトキシリン

に染まっている部分が見られる．この部分は 核 と 思 わ れ る が そ の 入 り 組 ん だ 複 雑 な

形から ，多核あるいは多型核かのいずれかで あ る ． こ の 細 胞 は マ ク ロ フ ア ー ジ 由 来 の

細胞と思われるが，個害によって生じた黒色素粒を異物として多量に取り込んで巨大

化した ものか，あるいは異物を取り込んだい く つ か の マ ク ロ フ ア ー ジ が 集 ま っ て 癒 合

して大型化したものかについて検討する．

SHIN-ICHIKIKUCHI:LARGEMELANIN-CONTAININGCELLSINTHESKINOFTHEFLOUNDER.

B 14メダカ血球細胞表面アロ抗原に対するモノクローナル抗体の作製

松崎貴 （ 東 大 ・ 理・動物）、酒泉満（都塵床研）、喝昭紘（東大・理・動物）

硬骨魚類において移植片の急速な拒絶が見られることから、MHCの存在が期待さ

れる。そこで、近交系が確立されているメダカを用いて、隣移植片の急性拒絶を支配

する遺伝子座の数を推定した。戻し交配およびF2群に一方の親系統から鱗移植を行

なった 結果、移植後8日までに急性拒絶が見 ら れ た 。 こ の 急 性 拒 絶 を 支 配 す る 遺 伝 子

の数は、近交系HB11CとHB32CおよびHB32CとH04Cとの間で2、HB11CとH04Cとの間

で3ないし4と推定された。次に、これらの遺伝子産物を探る目的で、メダカ血球表

面のアロ抗原に対するモノクローナル抗体の作製を拭みた。近交系HB11Cの血球細胞

で感作し た B A L B /Cマウスからハイプリドーマを作製し、培養上清を近交系HB11Cおよ

1}N!Gの血球細胞をターゲ・ソトにELISA法でスクリーニングした。その結果、HBllC

細胞に のみ結合するアロ抗体が2つ得られた。 こ れ ら の ア ロ 抗 体 は 、 近 交 系 H B 1 1 C の

ほかRBI2A血球細胞とも強く結合し、HB11A.HB32C.D-rRの3系統とも弱く結合した

が、 H04C.H05.NIGの3系統とはほとんど結合しなかった。

T.MATSUZAK1:MONOCLONALANTIBODIESTOMEDAKAALL0ANTIGENS.
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B15メダカ畔厳の組織学的研究

･中村弘明、下沢淳海（独協医大．解剖2）、菊池慨一（千葉大．小湊実駿場）

リン パ 筋 を 持 た ない硬骨魚類において、§卑臓は免疫反応やその記憶のために必要な

微細環境を提供していると考えられている．今回は、メダカ(Orysiaslatipes)の碑

瞳を、主として血管系を中心に、光頚的・電頚的に観察したので報告する。

メダカの9卑瞳は消化管背面、横隔膜直下の腹腔内に位湿する緩長(3mm程度）で

偏平な器官である．支配血管である牌勤・静脈 は器 官の ほぼ 中央 の腹 側面 より 出入 り

し、その枝は騰器内では長軸沿いに走り、周辺に多くの枝を出す．分枝した細血管は

すぐにellipsoidと呼ばれる特殊な形の血管となり、やがてH卑洞に注ぐ.ellipsoid

はpinocytoticvesicleの発逮した立方から円柱状の内皮をもち、細網組織の厚い鞘

に 取 り巻かれている．細網細胞は食作用を示し、墨 汁 等 の 異 物 の 忌 初 の b a r r i e r と し

て働く． 細網 纏維 は高等脊椎動物・稗洞のタガ綴維のような好銀性網目構造を示す．

ellipsoidの周囲にはnelano-nacrophagecenter(HHC)と呼ばれる食細胞の集団を伴

うことが多い．牌膿全体としてみると、明瞭で はな いが 、器 官の 中央 にリ ンパ 細網 組

織（白牌髄）周辺部に牌洞（赤牌髄）という組織構築を示す．

HIROAKINAKAMURAiHISTOLOGYOFTHEMEDAKASPLEEN

B16プ リ 連 蹟 球 菌症の原因菌Streptococcussp.に対するヒト及び魚類

（ブ リ・ニジマス）白血球の食 食 能 の 差 異 に つ い て

o北尾忠利．江島孝光．吉田照豊（宮崎大．農）

（目的）養殖ブリの連鎖球菌症の原因菌旦treptococcussp.は、その抗原型にKG"と

KG．の2タイプの存在が砿腿され、さらにKG " 株 か ら K G 、 へ 比 較 的 容 易 に 抗 原 変 異 が

起こることが報告されている（北尾；1982）．今回、我々はヒト及びブリ、ニジマス

白血球のKG-(原株）及びKG，株（変異株）に対する食食能及びCheniluminescence

(CL)への影響につ いて比較検肘し若干の知見を得たので報告する。

（方法）ブリ、ニジマスは前腎部よりPercol1(1.075g/iil)重層遠心法、ヒトについて

は末梢血よりFico l1-paqueを使用し白血球を分盤した．食食能、CL測定には各新鮮血

清で オプソニンした菌株を使用した．

（桔果）ヒト、ブリ及びニジマス白血球の食食能に対し、KG"株はKG・株より耐性を

示し、ブリ、ニジマスでは約2倍の貧食率の差、ヒトでは約40倍の差が認められた。

さらに、CL測定値においても同禄にKG"株の方が低値を示した。ブリ、ニジマスにお

いては約2倍の活性値の差、ヒトでは約4倍の活性値差が漣められた°

TADATOSHIKITAO;FISHLEUCOCYTE.PHAGOCYTOSISANDCHEMILUMINESCENCE
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ブリ体内における各種リンパ球の分布

・浜口昌己・楠田理一（高知大学農学部）

［目的］これまでに、ブリのリンパ球には胸畷由来抗原(YTH)のみを保有するものと、

YTH抗原と細胞表面抗体<salg)の両方を保有するものの2種類が存在することを報告し

た。本研究においては、ブリのリンパ球の動態産調べるために、これらの2種類のリンパ

球および抗体産生細胞の体内分布を調べた。

［方法］ブリから採血したのち、胸腿，頭腎部，腎臓，肝臓，牌臓，腸を摘出した。各臓

器はHank's液中で細片化して、細胞浮遊液を調製した。リンパ球画分は血液および各臓器

細胞浮遊液からPercoIIを用いて分錘した。リンパ球表面のYTH抗原およびSdigの検出ば

蛍光抗体法によって行い、抗体産生細胞の検出は溶血ブラーク法によって行った。

［結果]YTH抗原のみを保有細胞するリンパ職は胸腺、頭腎部および腎臓に多く、牌臓お

よび肝臓には少なかった。それに対して、YTH抗原とSffligの両方を保有するリンパ球は肝

臓および騨臓に多く、胸腺には少なかった。抗体産生細胞は頭腎部および腎臓に多く分布

していた。これらのことから、ブリのsnIg保有細胞は胸腺から出て、牌醗および肝臓ある

いは血液中からisを､獲得するのではないかと考えられる。

M・HaraaguchiandR・Kusuda:Distributionoflymphocytesinyello宵tail
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B 17アフリカツメガエルにおける白血球の個体発生

一モノクローナル抗体による研究一

．大日向浩．栃内新．片桐千明（北海 道 大 学 ）

Xenopus1aevis白血球に特異的な単クローン抗体XL-Iは、幼生．成体を問わず全ての

白血球 を認識するが 、赤芽球を含めて赤血球系列の細胞とは反応しない。この抗体を

用いた観 察に より 、血流開始前の幼生において愚 初 に 検 出 さ れ る X L - 1 陽 性 細 胞 は 、 特

定 の 局在部位をもたず、幼生体全身に散在する事が確かめられた。この事から初期幼

生 には、血球の供給 源 と し て 従 来 知 ら れ て い た腰部血島(VBI)とは異なる起源をも

つ白血球栗団の存在が示唆された。そこで、I)予定VBI域を含まない外植体の培養、

2) J Lborea1i且の核で標識した前後一及びVBI－キメラを作製して、分化してくる血球

の タ イプを分析した結果、初期及び中期幼生に出現する非リンパ系白血球には、赤血

球・リンパ球と同梯VBIに由来する集団と、VBIとは独立に分化する集団がある事が明

かとなった 。更 に、VBI－キメラ個体の心瞳 原 基 を 摘 除 し 血 流 を 阻 害 す る 事 で 、 駿 部 に

多数出現するXL-1陽性細胞の起源を調べた。 その結果、幼生では、VBIとは独立に非

リンパ系白血球が分化したのちに、VBIに起源をもつ白血球が出現・増殖してゆき、 幼

生中期以降における主要な白血球集団となってゆく事が示唆された。

U.OHINATA:LBUKOCYTB0NT0G8NYINXBNOPUSLABVIS.
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CI疎皮動物の生体防御

松谷武成（東北大学農学部）

練皮動物はその特異な形態だけでなく，系統発生学的見地から脊椎動物と同じ後口動物

群に分類されることから，生物学的にも種々の点で興味をもたれてきた。こ掻では，私達

が最近利用しているウニ類を中心に，練皮動物の生体防御機構に関する最近の研究をいく

つか紹介したい。

練皮動物でも，異物の認識，排除機構において食作用が重要な役割を担っていることは

明かである。一方，細胞性防御因子とともに生体防御機構の一翼を担う体液性防御因子に

ついても，他の多くの無脊椎動物と同様に，ウニ類，ヒトデ類，ナマコ類で凝血素，溶血

素の物理・化学的特性が明らかにされている。

たとえば，三陸海岸などに多産されるキタムラサキウニ(.Strongylocentrotusnudus)

の体腔液中にもウサギ赤血球に対して凝集および溶血作用を示す因子が存在する。凝Ⅲl活

性は熱に比較的安定で,D-fucoseで強く阻害され，溶血素活性は熱に不安定で,Ca"依

存型である。これらの特性はおおよそ他のウニ類でも同様である。また，溶1m素活性は種

々のヒト補体阻害剤で阻害され，ウニ体腔液でウサギ赤血球を前処理することにより，ウ

ニ体腔細胞やマウス腹腔食細胞でオプソニン効果が認められることが報告されている。し

たがって，ウニでも補体様因子の存在が考えられる。このウニ補体様因子は，熱に非常に

不安定で，凝血素活性を阻害する糖によっても阻害されないことから，あきらかに凝血素

とは異なるという。Bertheussenら(1982)は，また，ウニ体腔細胞には，おそらくC3b

と考えられる,C3biに対する受容体が存在することも示唆している。

私達はキタムラサキウニにウサギ赤血球を注射することにより，体腔液中の溶血素活性

が上昇することを認めたが，こうした現象はナマコ類でも報告されている。

一方，ヒトデ類でも脊椎動物の免疫機構との関連で興味深い現象がいくつか報告されて

いる。ヒトデ体腔細胞から,seastarfactor(SSF)と名付けられたリンホカイン様物質

が検出されている。このSSFとの関連は不明であるが,Leclercら(1986)はヒトデの軸

器官(axialorgan)からナイロンウールへの付着性の相違によって分離した二種類の細

胞群が，抗体様因子を放出することを報告している。抗体様因子の生産はこれら二種類の

細胞群の両方が存在することが必要で，さらに，食細胞および補体もこの因子の生産に関

与しているという。彼らは，軸器官の二種類の細胞が機能的にT細胞およびB細胞と類似

していることを指摘している。

－ 2 6－



練皮動物では，ウニ類やヒトデ類の軸器官，ナマコ類のポリー嚢が，脊椎動物のリンパ

系器官と類似した機能を有している可能性がしばしば指摘されており，また，以上のよう

に，脊椎動物の免疫機構に類似した防御機構の存在を示唆する知見が蓄積されつつあるこ

とは，その分類学上の位置からも興味深く思われる。
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C2甲殻類の生体防御

森勝義（水産庁養殖研究所）

アメリカロブスターやイセエビのような甲殻類が外的環境や内的要因の変化に対応して

個体としての恒常性と固有の構造を維持し，さらに成長と生殖によって自己を発展させる

ためには，内在する多種多様な生理調節機構が円滑に，そしてきわめて秩序正しく働く必

要がある。このような機構のなかで,生体防御系は，神経系や内分泌系とともに重要な地

位を占めており，外来の異物，自己由来の異物的成分，老廃成分，過剰成分など生体にと

って不用な細胞や物質は，非自己抗原決定基の有無にかかわらず，この系を介して適切に

処理される。

水産動物のなかでも，魚類の生体防御は他の脊椎動物と同様にBurnetのクローン選択

説に従う狭義の免疫をその要素の一つとして有している。しかし，甲殻類などの無脊椎動

物では，異物がもち込む非自己抗原を識別できる抗原特異的クローンリンパ球の分裂・分

化，抗体分子や感作リンパ球の産生といったクローン増殖を前提とする免疫現象の存在は

認められていない。その代わりに，マクロファージ系の遊走性食細胞が生体防御の中心と

して活躍しており，さらに定着性の食細胞と飲細胞の働きも注目される。

また，鳥類や哨乳類など高等脊椎動物における体液性の初期防御因子，たとえばレクチ

ンやリゾチームも，水産無脊椎動物ではより重要な役割を果たしていることが多い。これ

らの因子には自然発生的なものと誘導性のものの両方がある。後者の誘起反応は，通常1

週間にわたる潜伏期をもつ哨乳動物の獲得免疫応答に比べて，きわめてすみやかに起こる

が，二次反応（記憶）を伴わない。

節足動物のカブトガニ，ザリガニ，イセエビの血球細胞が感染菌表層物質のリポ多糖や

β－1，3－グルカンによって活性化され，血リンパ凝固を引き起こしながら異物を封じ

込める現象は，この門に特徴的な生体防御反応として興味深い。当現象に関連して，岩永

らはリポ多糖によって惹起される血球の活性化→脱穎粒→血リンパ凝固→殺菌物質の生成

→異物排除など一連の反応を生化学的に解析し，これまでに凝固カスケード系に関与する

新しい因子のC,B,G因子，殺菌物質（抗リポ多糖因子）の存在を明らかにし，また，

感染菌の封じ込めに関与するゲル化蛋白質のコアギュローゲンの一次構造およびcDNAの

塩基配列を決定した。

このように，脊椎動物にみられるような免疫グロブリンを介した特異的免疫システムは

出現していなくとも，甲殻類の生体防御は多様であり，これは生息場所の多彩かつ複雑な

－28－



外的環境条件を反映した結果である。

前述のように，生体が防御機構を用いて処理すべき対象は病原生物に限らないが，病原

菌と生体（宿主）との間で展開される闘争は生体防御反応の最も典型的な姿を我々に見せ

てくれる。ここでは，アメリカロブスターに対して非常に強い感染性を示し，伝染病ga-

ffkemiaの原因菌として知られるAerococcusviridensvar.homariを取り上げ，この細

菌の分布，アメリカロブスター以外の甲殻類に対する病原性，微生物学的特徴，接種菌数

と致死日数の関係，水温・塩分と致死日数との関係などを紹介した後，当細菌の感染によ

ってアメリカロブスターのjfllリンパ，肝牌臓，心騨などに生じる諸病変について述べる。
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C3汽水産貝類の生体防御

熊淫教員（鳥取大学農学部）

腸炎ビブリオ食中毒はわが国における最も重要な細菌性中毒のひとつである。本食中毒

は海産魚介類，特に軟体動物を原因食として夏を中心に発生する。腸炎ビブリオには耐熱

性溶血毒産生菌と非産生菌があり，溶血毒産生菌に病原性があると考えられている。腸炎

ビブリオは夏を中心に多くの魚介類や海水，海泥などから検出されているが，そのほとん

どは溶血毒非産生菌であり，溶血毒産生菌の生態はまだ解明されていない。

我々は腸炎ビブリオの増殖の場が河川の汽水域にあると考え，鳥取県の東郷池から橋津

川河口に至る汽水域を中心に5定点を設けて腸炎ビブリオの分布と季節的変動の調査を行

った。その結果，橋津川汽水域のイシマキガイ（巻貝）とヤマトシジミ（二枚貝）から夏

を中心に高濃度の菌が検出され，その最高値はイシマキガイでは2.3×lOVg,ヤマトシ

ジミでは，4.3×10*/gに達した。東郷池と日本海岸の貝類から検出された菌数は少なかっ

た。水中の菌数は少なかったが，橋津川汽水域の泥土からは長期間にわたって高濃度の菌

が検出された。橋津川汽水域で腸炎ビブリオの出現時期が最も早く，最も多くの菌が検出

されたことから，この付近の泥土内で越冬した菌が水温の上昇とともに増殖し，その一部

が潮汐流に乗って上流と下流域を汚染しているように見える。本調査で分離した227株中

70株が少量の耐熱性溶血毒を産生することが判明した。

腸炎ビブリオの動態に対する汽水産貝類に関与を示唆する成績が得られたことから，腸

炎ビブリオが汽水産貝類の体内に蓄積する機序を解明する第一段階として，イシマキガイ

およびヤマトシジミ，さらにイシマキガイの近縁種である海産巻貝のアマオブネに2株の

腸炎ビブリオと’株の大腸菌を経口投与した後，各員の生息水域の夏の環境条件に合わせ

た人工海水中で飼育し，経時的に貝体内における投与菌の生残量を測定した。その結果，

イシマキガイおよびヤマトシジミの体内には腸炎ビブリオも大腸菌も10*-10*/gレベル

で長期間生残した。菌を投与したイシマキガイで病理組織学的変化は観察されなかった。

これに対してアマオブネからは3株とも投与後72時間以内に消失した。

腸炎ビブリオは汽水産貝類と濃厚に接触しており，水槽内でこれらの貝類の体内に高機

度に生残することから，汽水産貝類の血液細胞は腸炎ビブリオに対する反応性が弱いこと

が予想された。そこで’3種類の貝より血液細胞を採取し,Blindwellchamberを用い

て腸炎ビブリオと大腸菌の生菌および加熱死菌に対する血液細胞の遊走数を測定した。そ

の結果，アマオブネの血液細胞は両菌種の生菌と死菌に対して活発に遊走した。イシマキキ
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ガイの血液細胞は両閑種に遊走しなかった。ヤマトシジミの血液細胞は大腸菌に対して遊

走したが，腸炎ビブリオに対する遊走数は人工海水中での非特異的遊走数よりも少なかっ

た。以上の成績から，腸炎ビブリオが汽水産貝類のjfll液細胞の遊走を誘発しないことが貝

体内における本菌の長期間生残を許容する要因のひとつになっていると考えられる。

腸炎ビブリオの生態に汽水産貝類がどのような役割を演じているのかはまだ明らかにな

っていない。腸炎ビブリオと汽水産貝類の相互作用を物質レベルで解析することは食中謙

予防のiiiで索要であるのみならず，軟体動物の生体防御機構の研究にも有用なモデルを提

供しうるであろう。
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C4複合ホヤにおける自己．非自己の認識

斎藤康典（筑波大学下田臨海実験センター）

ホヤ類は原索動物に属し，系統学上脊椎動物と無脊椎動物の中間に位置することから，

生体防御或いは免疫と呼ばれる自己・非自己認識機構の進化を考える上で非常に興味深い

動物である。複合ホヤのイタポヤ類では，同一クローンの二群体が接触した時には，常に

癒合して一つの群体になるが，異なるクローンの二群体が接触した場合は，癒合するかあ

るいは癒合しないで互いに拒絶するかのどちらかの反応を示す。この様な二群体間の癒合

・非癒合で示される自己・非自己の認識反応は群体特異性(colonyspecificity)と呼ば

れている。丘・渡遥は，ミダレキクイタボヤ(Botryllusprimigenus)を用いて，この

癒合性が一対の複対立遺伝子（癒合性遺伝子）によって支配され，その遺伝子は非常な多

形を示し，自然界の個体群ではheterozygoticになっていること，また二群体が一対の遺

伝子のうち少なくとも一つを共有する場合には癒合し，共通の遺伝子を持たない場合は癒

合しないことを示した。さらに，彼らは，この癒合性遺伝子が，卵と精子の受精適合性に

も関与することを報告している。また，非癒合時の拒絶反応では，血球の凝集，血管の萎

縮，切断，血球の浸潤に続き，最終的には二群体接触部域の壊死が起る。このような癒合

性遺伝子の機能や性質には，哨乳類等に於いて移植免疫を支配する主要組織適合遺伝子複

合体(MHOとの類似点が多いことが示唆されている。しかしながら，群体特異性とⅡ甫

乳類等に於ける移植免疫とでは，次の二つの大きな違いがあることも指摘されている。

(1)群体特異性に於ける非癒合時の拒絶反応が非常に早い時期に現れる（二群体接触後1－

2日）。(2)移植免疫ではMHCの遺伝子型が一致しないと拒絶するが，群体特異性では，

癒合性遺伝子対の内一つを共有すれば癒合する。

ところが，近年，我々はこの二つの相違点を埋める，群体特異性とは異なるもう一つの

自己・非自己認識反応の存在をイタボヤ類で確認した。以前，系統の異なる二群体が癒合

すると，しばしば一方の群体あるいは両群体の個虫が吸収されてなくなってしまう現象

(colony-resorption)があることをBotyllusscalarisにおいて発見し報告したが，同

様の現象がB・primigenus,B.schlosseri,そしてBotrylloidessimodensisにおいても

起こることがわかり，この現象が一種の拒絶反応であることが強く示唆された。そこで，

B.schlosseriを用いて，この現象を調査した結果,colony-resorptionは遺伝的に支配

され，一対の癒合性遺伝子の内一つを共有する二群体が癒合した場合（即ち，遺伝子型が

一致していない場合）にはcolony-resorptionが起こり，同じ癒合性遺伝子対を共有する
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る二群体が癒合した場合には通常起こらなかった。また，このcolony-resorptionは，

その発現に群体特異性と比べて長い時間（癒合後一週間以上）を要するなど，哨乳類の移

植免疫に良く似た特徴を示した。一方，我々は，イタボヤ類に於ける群体特異性には，種

によって幾つかの異なる発現様式が存在することを明らかにした。そして，群体特異性を

示す種ではcolony-resorptionも一様に観察された。

この様な事実から，我々はイタボヤ類に於ける自己・非自己の認識についてつぎの様に

推測している。癒合性遺伝子が群体特異性だけでなく,colony-resorptionや受精適合

性などの幾つかの認識反応に密接に関連していることから，これらの認識反応を支配する

遺伝子が同じ遺伝子座内か或いは連鎖して存在していると思われる。そしてイタボヤ類に

於けるこの遺伝子の連鎖グループが，噛乳類のMHCに非常に類似しているので共通の起

源に由来している可能性がある。また,colony-resorptionがイタボヤ類の最も基本的

な組織不適合による拒絶反応であり，群体特異性は発現様式の多様性からイタボヤ類が群

体間で癒合する能力を獲得してから二次的に進化させた認識能であろう。
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C5免疫担当細胞の進化

友永進（山口大学）

(1)免疫学的認識に関わる分子群の進化

ヒトやマウスの様な哨乳類の免疫系では,T細胞,B細胞の二つのタイプのリンパ球が

主体で，マクロファージやある種の細網細胞がわき役の細胞として働いていると考えられ

ている。B細胞およびその分化形である形質細胞は免疫グロブリン(Ig)を,T細胞はT細

胞リセプター(TCR)を免疫学的認識分子としてつくっている。IgとTRCは定常域と可変

域とからなり，その可変域の多様性によって，多様な特異的抗原抗体反応を可能ならしめ

ている。またそれらの多様性発現の機構は哨乳類や鳥類のような進化した動物で初めてで

きたものであろうか？それは生物の進化の過程を通じて確立されたものであり，原始的な

脊椎動物にも噛乳類の認識機構と類似の，おそらくより単純な形が存在する可能性が考え

られる。脊椎動物に限らず無脊椎動物にも，すくなくとも免疫学的認識分子の祖先型遺伝

子が存在する可能性が高い。

免疫グロブリン分子に構造上類似した分子群をIg-superfamilyとよんでいる。この分

子群に分類される代表的なものには上記のTRC,主要組織適合性遺伝子複合体(Major

HistocompatibilityComplex;MHC),胸腺細胞分化抗原の一部(CD4,CDSなど),

Igリセプターなどがある。生物学的機能が未だ解明されていないものの，脊椎動物のみで

なくイカのような無脊椎動物にもその存在が確かめられたThy-1もその一つである。脊

椎動物や昆虫の神経細胞認誌物質(N-CAM̂ Fasciclinll),さらに粘菌細胞接着物質

(csA)などもIg-superfamilyに属するものとされている。これらのIg-superfamily

に分類され得る分子群はこの分野の研究の進展と共にその数を年々増しつつあるのが現状

である。そしてさらに,Ig-superfamilyに関するより深い研究が免疫学的認識分子の進

化の解明につながるものと信じられている。

(2)免疫担当細胞の進化

今日までに無脊椎動物で発見されたIg-superfamilyの一部は細胞認識に関わりを持

つ分子であることは知られているが，それが無脊椎動物のいわゆる免疫学的認識に直接関

与している証拠が示されたものはない。このために，無脊椎動物の免疫系は脊椎動物のそ

れと全く違うとする研究者もあるが，現段階で結論づけるのは早すぎるのではあるまい力も

近い将来において，分子生物学的手法により，脊椎動物の免疫系に連続した免疫学的認識

因子を，無脊椎動物に探り当てることができる可能性もあり得ると思えるからである。
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そもそも非自己認識とその排除という生物学的現象は地球上における単細胞生物の出現

と同時に独得された諸現象の内の一つと言えよう。すなわち，約一'一億年も前にすでに非自

己認識細胞，広い意味の免疫細胞は出現したことになる。その最も原始的な免疫細胞に相

当する細胞は全ての多細胞動物に大食細胞（マクロファージ）として観察される。脊椎動

物には抗原を貧食しないで細胞表面に抗原を長く捕足できる細胞（特殊な細網細胞）があ

り，これが免疫応答の調節に重要な働きをしている可能性がある。この種の細胞が無脊椎

動物にもあるかどうかは知らない。上記マクロファージ（及び細網細胞）には，それが無

脊椎動物であっても"ili乳動物におけるように，主要組織適合性遺伝子複合体(MHC抗原）

が表現されていることが予想されよう。いずれにしろ，無脊椎動物では上記マクロファー

ジが細胞性免疫の第一線の細胞である。

無脊椎動物ではIfll管系や体腔を遊走している細胞を自由細胞(FreeWanderingCells),

体腔細胞(Coelomocytes),時にIfll球(BloodCells)とも呼んでいる。その自由細胞の

種類と数は動物の種によって著しく異なる。その例を原索動物で示すと頭索類ナメクジウ

オにはJfll球として極めて少数の順粒球，体腔細胞としてこれまた少数のマクロファージが

あるにすぎない。一方，同じ原索動物でも尾索類のホヤには多鼠の体液と多量の自由細胞

がある。その自由細胞には穎粒球，マクロファージに加えて，粗面小胞体や滑面小胞体が

著しく発達した数種類の他の型の細胞が認められる。マクロファージ（と穎粒球）が細胞

性免疫を担当し，後記の数種の細胞は体液の成分を分泌していることが考えられる。すな

わち後者のうちの一部はいわゆる体液性免疫担当細胞の可能性が高い。このような種間の

変異はその生物の生息してきた自然環境とその生物の進化の足跡をそのまま示していると

も言える。

自由細胞の中にⅡ甫乳類のリンパ球に相当する細胞があるのかどうかが一大問題点である。

多くの無脊椎動物において，形態学的にII甫乳類のリンパ球に良く似た細胞が，その数は限

られているとは言え，認められる。それらは単に未分化細胞を示す可能性が高いが，それ

らの一部が免疫担当細胞としてのリンパ球様細胞であることを砿極的に否定し得るであろ

うか？

現在地球に棲んでいる脊椎動物の中で最も原始的な動物は円口類メクラウナギである。

この動物には胸腺がない。Ⅲl液中のリンパ球様細胞の数も個体差が大きい。種々の実験結

果に基づいて，この動物には独得性免疫能はないと最初結論づけられた。しかし，少量で

はあるがこの動物にも免疫グロブリンがあること，時間がかかるが皮膚移植は拒絶される

ことが後に証明された。しかし，免疫但当細胞の同定・動態の把握に関する研究はあるが

説得力のある成果を示すまでにはいたっていないのが現状である。今後，この最も原始的

な脊椎動物をモデルとして，免疫学的認識に関わる分子群の全貌と免疫担当細胞の素顔が

明かされることを期待したい。その成果は免疫系の進化を理解する上に重要な情報を提供

してくれるに違いない。
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C6原生動物から脊椎動物に至る免疫系の進化

村松繁（京都大学理学部）

免疫系の進化を論ずるには，何はさておき，免疫系に対する定義を与えておかなければ

ならない。現在でも未だに，「免疫とは同じ病気に再び羅らない」というパスツールの定

義の延長として，「免疫とはリンパ球による生体防御機構であり，それは抗原特異性の認

識と記憶を特徴とする」という定義が主流を占めている。しかし，この定義は現実的でも

ないし，進化を論じるのにも甚だ厄介である。現実的でないというのは，リンパ球だけで

独壇場の生体防御作用など事実としてあり得ないからである。いつぽう，概念的にリンパ

球に類する細胞は無脊椎動物にも存在するかもしれないが，高等脊椎動物のBリンパ球で

の免疫グロブリンや.T細胞でのTCRに匹敵する分子をもったリンパ球の存在を期待して

も悲観的のように思われるので，その系統発生を考えることは，始原リンパ球というミッ

シングリンクに思いを馳せることだけに終始しがちとなり，免疫進化論も随分と倭小な枠
に閉じこめられてしまうことになろう。

演者は近年，「免疫とは白血球およびその関連因子による生体整備機構である」という

定義を提案している。この定義での免疫には，古典的な免疫の概念も，現在よく知られて

いるダイナミックな諸側面も包括されている上に，このような免疫系をもたない多細胞動

物は皆無であるので，免疫の進化を論じる際にも，この定義は非常に便利である。今回の

講演では，演者はこの定義に沿って免疫系の三大主役細胞がマクロファージ，ナチュラル

キラー細胞，リンパ球であると規定し，それらの起源と進化について考察する。
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岡本比較免=研究会釧
名 称I

本会は，日本比較免疫学研究会（

mental&ComparativeImmu

leJapaneseAssociationforDevelop－1．

logy;JADCI)と称する。

的Ⅱ 目

本会は，比較免疫学に関する研究0進歩をはかることを目的とする。1．

事 業Ⅲ

本蕪蕊’
次の事業を行う。1．

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５
６

の交流

られる事業その他，本会の目的に必要と認ふ

会員
一

Ⅳ

1．本会の会員は，その趣旨に賛同し

1)個人会員：個人会費を納める者

2）賛助会員：本会の趣旨に賛同し

3）2年以上会費を滞納し，催告に

笹震篤竪噺
定の入会手続きを経たものとする。

助会費を毎年継続的に納める者。

｜じないときは会員の資格を失う。

V 役 員

本会に，会長1名，副会長1名，

2名，抄録役員1名の役員をおく

会長は本会を代表する。会長は役

会長は役員会において推薦し，全

に決定する。

会長を除く他の役員は会促が委嘱

務・会計1名，会計監査2名，プログラム役員1．

会を主催する。

人会員の投票によって得票数の最も多かった者

●
■

２
３

4． る。
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5．役員の任期は2年とし，重任，再任を妨げない。但し，会計監査は他と軍任できな

い。

Ⅵ会議

総会は議決機関であり，会長は原則として年1回学術集会時にこれを招集し.im

会員を以て構成する。

役員会は会長が主催し，原則として年1回開く。

1．

2．

Ⅶ会計

本会の経費は会費その他の収入をもってあてる。会費は事務局に納める。

会計年度は毎年4月1日より始まり翌年3月31日に終わる。

会計監査役員は，会計年度の終わりにその年度の決算を審査承認し，総会に報告す

●
●
●

１
２
３

る。

Ⅷ会則改正

1．本会則の改廃は，総会において出席者の2/3以上の賛成を必要とする。

附則

1．個人会員の会費は，年額3,000円とする。

2．賛助会員の会費は，第1回総会時に決定する。

3．本会の事務局は，庶務・会計役員が所属する機関の施設におく。

日本比較免疫学研究会事務局

〒321-02

栃木県下都賀郡壬生町北小林880

独協医科大学第2解剖学教室

TEL0282-86-1111内線2113

FAX0282-86-6214
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DEVELOPMENTALandCOMPARATIVEIMMUNOLOGY(DCI)
ONTOGENYoPHYLOGENY・AGlNG
TheOfficialJournaloftheInternationalSocietyofDevelopmentalandComparativeImmunology
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AIMSANDSCOPE

Devaj叩menraﾉandComparativeImmunology(DCI),aninternationaljournal,willserveasaworldforum(ortherapiddisseminationoforiginalresearch
thattreatsthedevelopmentandmaturationoftheimmunesysteminthebroadestsense,emphasizingoniogenetic(includingaging)andphylogonotic
“pec畑.Contributionsthatdealwiththeproblemofimmunologicsjdjva庵"j“"｡nasrevealedbytheimmunesystemsofvariousanimalmodelswillbe
welc◎me・Thejournalisexpectedtoencompass:mechanismsofrecognitionofselfandnon-seifatthecellular,molecular･andorganismicleve畑,ceIIuIar
intemclions･immunologicmolecules.immunogenetics･andoriginsofantibodydiversityandimmunologicallyrelevantmaternalfetalinteractions・DCノ
willalsoconsiderpapersthatdealwithprecursors,homologs.cellsandmoleculesofmoreprimitivespecieswhichareprovingtobeusefultooI8for
probesintoproblemsofsystemsofadvancedanimals,e.g.,molluscanlectins・Suchanimalmoleculesormodelsshouldhavepotentialbiomedical
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日本比較免疫学研究会第1回学術集会講演要旨

原稿受付

発行日

発行者

編集者

印刷所

1989年10月5日

1989年10月24日

日本比較免疫学研究会

日本比較免疫学研究会学術集会プログラム委員

（査任者：和合治久）

ヨーコー印刷株式会社

(埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷52－1）
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開用瓢

◎クローズドコロニー0

●交雑群9

マウスSLC-BDF,

SLC-CDF,

マウ スS lc:ddYSLC-B6C3F,
Slc:lCR

ラットSlc:SD

Slc:Wistar

マウスA/JSic
AKR/NSic

CBA/NSic

Cミユータント系●C3H/HeNSicMTV"

ヌードマウスBALB/c-nuSic
KSNヌードマウスSlc:Wistar/ST

HOS:Donryu

モルモットSlc:Hartley

ウサギSIC:NZWGクローズドコロニー‘●
～

C近交系0マウスStd:dd Y

坤

C3H/HeJSicMTV

PWSic

マウスSLC-NZBWF,
SLC-WBB6F1-W/Wv

MRL/MpJ-lpr/lpr

マウスBALB/cCrSic ラットStd:WistarラットWBN/KobSic
C57BL/6CrSic Std:Wistar/STDA/SIc
C3H/HeSic HOS:Donryu GunnratSic

DBA/2CrSic モルモットStdiHarlley

BIOC57BL/IOSnSicウサギStdNZW

ｺﾝジｴﾆﾂｸBIO.A/SgSnSicハムスターStdrSyrian 実験動物用床敷･ソフトチップ
BIO.BR/SgSnSic

lか穴内､,｡｡､鈴ハ"､aI雷舟ﾙ両｜小動物識別染料ｸｲﾂｸｶﾗー ペイントBI0.D2/nSnSic

ラットF344/NSic

WKAH/HkmSic ビーグル犬東洋ピーグル

モルモットStrain2Sic 輸入検疫済カニクイザル

Strain13Sic 輸入繁殖カニクイザル

実験動物診断EIA試薬(デンカ生研）

l■■

m sLC
日本工スエルシー株式会社

〒431-11静岡県浜松市湖東町3371番地の8TEL<0534>86-3l78'ft

SPF動物

Clean動物

Conventional動物

受託生産動物

疾患モデル動物

その他



⑧和光純薬工業株式会社
本社大|坂市中央区道修町三丁目1齢2号

〒541電話大I坂(06)203-3741(大代表）
東京支店東京都中央区日本橋本町四丁目5稀13号

〒103電話東京(03)270-8571(大代表）
出張所冊1m･広島･名古屋･横浜･大宮･筑波･fi1l台･札幌
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望コスモ･バｲｵ株式会社信頼をお届けする

〒103東京都中央区日本橋本町4-13-5(第20中央ビル2階）

電話営業一部03(663)0723/TAX.03(663)0725

》
｜
Ｉ 確かな品質優れた試薬を世界から。cOsmo

｜且回■■｜ 脇

神経系関連商品

癖鱒

回神経伝達物
<アセチルコリン系〉

質

･AntiAcetylchoIine………･･SFR社､CMN社

<アミノ酸系〉

抗原･ポリクローナル抗体
及びモノクローナル抗体

神経伝達物質／

神経生体酵素／

神経系成長因子／

神経ペプチド／

神経活性アミノ酸／

《インドール系》

･Anti5.Hydroxy

･Anti5.Methoxy

tryptophan…SFR祉逗CM

tryptoamine･SFR社､MOC

N社､MOCfi

杜､CMNtt;CRB

《カテコールアミン系〉
･AntiAsparatate…．．………･SFR社､CMN社

･Anti5-Methoxytryptophan.､SFR社.MOC社・AntiNoradrenatine｡．……SI-KM

･Antitrypｷoamine･……･…SFKH.CMN社・AntiOctopamine･…………･SFR社
･AntitryptOphane…………SFR社､CMN社､M<IG社・AntiP-Tyramine…..､….….･SFR
･AntiGiycine.．……｡…………SI-R社､CMN社・AntiL-Dopa･…･……．．…･･･SI-R社､CMNM

･AntiTaurine．．…･･…………SI-KH,CM¥社､MOCH

･Anti多AIanine……･･…････…SFR社､CMNH

･AntiGABA･･･……………･…･SI-R社､CM.MI

･AntiSerotonine･…………CKBil.CMMl.M虻祉､HMIHiiｷ外I

･AntiGIutamine……………･SFRtt.CMN社､MlIC社

回神経生体酵素及び神経成長因子’
｡NSE(human)･NSE(rat)･i'SHI

･HumanplasmachoIineste｢ase…i'SHI

･Z,5S-NerveGrowthFactor…CRH

･7S,NerveGrOwthFactor･･CR社

･AntiNSE(human）・……･…BAI'社、

･AntiNSE(rat）・…･…････CRHtl

CRB社､CMN社

･Antichoiineoし｡LyiLmo期ごf…ご鱈－．.CMN祉(モ

･AntiButyIcholinesterase･ADV社

･AntiNGFL2､5S･…………CRfl

･AntiNGF．｡…，．…･…．．…CMNtl

ノクロ）

国 神経ペプチド’－‐
･ACTH ・ O x y t o c i n ・ V a s o pressin
｡CGRP・LHRH・VIP

･CCK・sub且tanceP

ｎ
ｎ

Ｅ
Ｅ

●
。

Cp.力・Somat◎SIatin

･Neu

･Sec

rOtensin

retIn

･TRH・MSH(α､風力 綴乙
囚神経活性アミノ酸’1
多穂の活性アミノ酸多数あり､他に『神経刺激性ｱﾐﾉ砿離別剛ｷｯﾄ(CRIUI…NT-037500)』篭だ'!/

国その他
･AntiS-100･…………･………ADV社､BMD社(キッI,)、

CMN社.MOC社

oAntiNCAM．…・・・・

･AntiNeuronCeIlSurface

｡……･CMMl,MOCM

Ag．．…CMN'H

洞 ■■

ぐやj軍蕊劃｢

神 経
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10-2L低温002細胞培養I恒温器
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一オートC○2細胞培蓄'I巨濡器は「オー

10-2L田
一
一

C02%コントローラー」(実用新案草嗣蒼を組み

込んだ培養装置で.PH調整の完全自動化の他,温

度調節機構,安全機構等に特長を持った製品です。

その中て10-2Lニユーオート低温C○2細包培養

恒温器は温度調節こ冷却機虐を取入れ，使用温度
範囲を外気温以下迄広ナ.10C～42Cとしだ応用

範囲の広い製品てす。
詳細カタログご請求下さい。

池本理化工業株式会社
束求郁文求区本郷3－25－11TEL(03)811-4181(人代表）
〒113FAXTELO3(814)1960TELEX272－2647R.K卿1J

株本 業里 工
〔郁文戒ば本郷3
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IMMUNOLOGY 謡
■AntibodiesandReagentsforImmunochemistry1989--…．

ⅢmTO@L@c¥目『回c[hiu『e篭行′

I

1

☆本ブローシャーには下記製品群についての詳細な情報が記載されています。

●MonocionalAntibodies

●PolyclonalAntibodiesandConjugates
●APAAPandPAP

●Streptavidin/BiotinSystems

●MarkerEnzymes

●ProteinAReagents
●Fluorochromes

●Substrates

●CytoskeletalProteins

●CouplingReagents

★高品質と信頼性を保証する保証期限

⑳生u塑堂マュ泌山型峠ﾘﾝｶ缶･マソ､従ｭ山之内株式芸社
〒'05東京都港区虎ノ門3丁目10番11登月の門IMFビル10号館

バイオケミカル課TEL.03-4323155



バースコープファイバースコープ顕微鏡
SCOP EMAN
ファ

｜ｽｺー プﾏﾝは光ﾌｧｲバー 照明技術を駆使した’ｽコ

Jﾌｧｲパーｽｺー顕礁です｡先端のｶﾒﾗ部が25’と小さく’ｽコ

｜対象物に接して錫に鮮明なｶﾗー 画像鵬られます●こ接 0

＝‐･・・・｡｡△』･‘-－－－－－

置壱誓・_垂二やつ色｡．､'？“”I

力む

迂垂毎万石

唾］

ノ
ジ

溌識:蕊瀧
一一一二三三＝

特徴麓麓総溌認麓麓湧認麓麓湧麓麓認鱒麓認麓鶴麓麓鶴認麓鶴湧認湧麓総湧認鶴総総

○光ファイバー特殊照明の採用によ*)兇たい部分を鮮IﾘIに映像として写し出せます。

○光'ｻﾒ:レンズの交換により×50、×100，×200、×100傭のPill傭率が得られます。

○熊,'.'.'深度が深いので､立体的な映像が兄られます。

○カメラヘッド部が25‘×1;")()Lminと小さく持ち易いデザインになっています。

○エンドスコーフ°との接合もエンドスコーフ°マンにて'[能て鱗細かい部分の観察に便利で

す。

○オフ･ションのスーパーインポーズとつなぐとモニターI'i'lifiiI:に年11II及びメッセージ

などを入れる事がて畷きます。

○光'､jをレンズは接触形と非接触形があ{)ます。

○|芙療川ファイバースコープ。と接合で､きます。

○ビデオレコーダーに記録できます。

応用分野麓認麓麓翰鶴認総認鶴麓麓鶴麓麓露韓麓鶴麓認麓麓鶴認麓麓麓鶴麓麓麓麓鶴鶴

リ細M検だ、内視鏡検査、基礎医学、動物・械物観察、ノI冒体観察、臨床|笑‘､iを

KATOMANSE1SAKUSHOCO.

総武会社加藤葛製作所
率牡〒II3圃恵躯文京区卒噂3-80-10TEL的．【801)735羽57u‘2通-3074．KArMAPJJ総x､03《815)6だI
噛玉工期〒322鵠室限川口市風袖左2．37．3花LO482(2ｺ)451針b



11

1 ’

N 侭…

BIOTECHNOLOGY－EQuIPMENT＆lNsTRuMENTs-

forDEVELOPMENTAL&COMPARATIVEIMMUNOLOGY

クリーンベンチー無菌操作

VSF-1300AVET-850G
汎用普及型卓上小型､エコノミータイプ

￥17■仕様

o奥行79cni薄型

Oフロントパネル、

カラー(5色）

O ステンレス

フラットテーブル

外寸：1300Wx790D

x1860H■仕

風速:0.3～0.5m/sec外寸：

一
弘
、
咽
』
■
男
ｌ
‘
Ⅱ
“
靴
“
｜
画
一
ア
・

尋
鞠

叩
様
卸

風量:20㎡/耐、 風量：2,5㎡'/min

消費電力:490w50Hz集塵率:0.3/;99.97%以上

バイオハザード対策施設

温 度勾配恒温器

TG-100-AD
■仕様

①1台で5台分の恒温器

②温度勾配5℃～50℃範囲

で5段階の温度設定

③強制循環送風式

④人工照明も別途可能

⑤外寸：
555W×550L×1740H

¥950,000

⑨TG-100-ADCTY1,050.000

eTG-200-AD￥1,400,000

●TG-200-ADCTY1.500,000

》
症
１
‐
‐

日
函

BioS.Clean5丹究設{篇･機器

株式会社日本医化器械製作所環境調節事業部
本社〒550大阪市西区江戸堀1丁目22番38号画<06>443-0712UtiFAX<Q6>445-7641
束京営業所〒183束京都府中市清水ケ丘1丁目3番地8a<0423>65-3245Ht)FAX<0423>67-Q382
福岡営業所〒813福同市東区多の津4丁目23番1号垂<092>611-Q530!<t'FAX<092>621-9268
筑波営業所〒305茨城県つくば市天久保3-10-12O<0298>55-7401(tt)FAX<0298>55-7403
エ場〒583大阪府羽曳野市駒ケ谷5番47号窓<0729>58-1919i(tiFAX<0729>56-1345

プログラム低温恒濡器

LP-200-SDCT(昼夜切換2段設定）
温度：＋5～50℃
ct:昼夜切換設定

価格：

安全キャビネット

VH-1300BH－ⅡB

循環・排気系インターロック
排気70％以上、屋外

価1

無菌培養室TCR-1.5P
■仕様

外寸：1.8×2.7×

清浄度：100-1000

温度：20-35℃

照明：201ﾂ×2灯
電力：2.8KW

￥1,950,000
（設置工事費別途）

●TCR-1PY1.450,

●TCR-2PY2.700,

●TCR-3PY4,100,

恒温。恒湿槽

LP-2PH

(搬入･据付費等別途）

℃

車

ロ画’

人工気象器
IPH－クo0－Rnl

温
湿
照

度：＋5～50℃

鰯 議

蕊
価格：￥9曲,000

ix

温度：15～50℃

湿度：なりゆき
日召
タ､､，

価

窪
_§為_-畠

温度･湿度･照度

IH－300－RngCT
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’ⅢiⅢ｡デリケートな実験にはより精度の高いｼｽﾃﾑを！

■■■■
1
1

11

二二
夏至幅

MODEL-7300

自動OJCO2
細胞培養装置
コンピューター制御によるインキュベーター

・ガス濃度は，各±0.1％単位で設定可能

・自己診断機能を搭救

●商精度ccxセンサー.o,センサーと湿度センサー

・各コントロールのモードはPID(微積分比例)制御方式

・初めてウォータージャケット方式にエアーヒーターを採用，

すばやい温度復帰を可能にしました。

患紺筋菊濡;会社
卜批頗櫛81jﾉ,§卓K北1.iIlII剛肌

〒4i“地‘よ（)調だI届llliWrK人

収蝋儲Z崎蝋1K柵『代川k神川側川蘭I習苫

〒I“屯,Ji6D:｛

mIII

里罰病

ﾛ



DA S柚ptABCSystem
●優れた品質､高力価の製品です。

｡高い感度が得られますb

,ストレプトアビジンを使用しているためバックグランド染色が

ほとんど認められません。

･2次抗体としてF(ab')2分画を開発しました。

※下記宛ご連絡下さい｡詳しい資料をお送り致します6

A

◇認識懸駕…
12廻砿『MFacsimile:075-211-1755

研究用試薬

［協 賛 ］

1）クラヤ薬品株式会社

2 ）共栄商事株式会社

3 ）東邦薬品株 式会社

4）福神株式会社

5）株式会社三啓

6)Nikon(日本光学工業株式会社）

ノ




